











Consideration of the Shrine Plan Data of



























　表 1によると、横田家大工文書には神社関係の図面資料が 33点あり、このうち 6点の
資料が手元になかった。33点（このうち建物名がわかるもの 8点）の図面のうち、平面
図は 12点（このうち建物名がわかるもの 2点）、小屋・軒伏図は 2点、立面図 15点（こ
のうち建物名がわかるもの 3点）、組物・高欄詳細図 4点（このうち建物名がわかるもの
3点）、などがある。





























































































　図面の本殿は桁行柱間 1.2尺、梁行柱間 1尺、身舎・向拝柱間 0.953尺の規模で、実際
の本殿とほぼ同じ規模である。実際の本殿は桁行 6尺、梁行 4尺の内陣と桁行 12尺、梁
行 10尺の外陣からなる覆屋の内陣部分に安置されている（図 37参照）。しかし図面によ
















































































図 11　三間社壱丈二尺之木割正味 図 14　駒形村稲荷宮雨覆伏図
図 12　［本殿側面図］ 図 15　駒形宮［高欄廻り姿図］







































図 35　子鍬倉神社社殿（嘉永 6・1853年） 図 37　鹿島神社本殿（明治 16・1883年）
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蜘蛛流大工棟梁横田氏の神社関係の図面資料について
図 38　熊倉神社社殿（明治 22・1889年）
図 41　標葉神社社殿（不明）
図 39　古峰神社拝殿（明治 31・1898年）
図 40　郎山神社本殿（明治 37・1904年）
図 42　夏井諏訪神社拝殿（不明）
